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一　
　　
花　
の　
共　
演　

日　
本　
最　
初　
の　
抒　
情　
歌　
集　
『　
万　
葉　
集　
』　
に　
は　
、　
花　
の　
歌　
が　
数　
多　
く　
咲　
い　
て　
い　
る　
。　

そ　
の　
中　
か　
ら　
小　
稿　
が　
取　
り　
挙　
げ　
る　
の　
は　
、　
次　
の　
一　
群　
で　
あ　
る　
。　

山　
部　
宿　
�　
赤　
人　

や
ま
べ
の
す
く
ね
あ
か
ひ
と

が　
歌　
四　
首　

春　
の　
野　の
に　
す　
み　
れ　
摘　つ
み　
に　
と　
来　こ
し　
吾　われ
ぞ　
野　
を　
な　
つ　
か　
し　
み　
一　
夜　

　　
ひ　
と　
よ　
　　

寝　ね
に　
け　
る　

（　
８　
一　
四　
二　
四　
）　

あ　
し　
ひ　
き　
の　
山　
桜　
花　

や　
ま　
さ　
く　
ら　
ば　
な　

日　ひ
並　なら
べ　
て　
か　
く　
咲　さ
き　
た　
ら　
ば　
甚　はだ
恋　こ
ひ　
め　
や　
も　

（　
一　
四　
二　
五　
）　

吾　わ
が　
背　
子　

せ

こ

に　
見　み
せ　
む　
と　
思　おも
ひ　
し　
梅　うめ
の　
花　
そ　
れ　
と　
も　
見　
え　
ず　
雪　ゆき
の　
降　ふ
れ　
れ　
ば　

（　
一　
四　
二　
六　
）　

明　
日　

あ

す

よ　
り　
は　
春　はる
菜　な
摘　つ
ま　
む　
と　
標　し
め　
し　
野　
に　
昨　
日　

き
の
ふ

も　
今　
日　

け

ふ

も　
雪　
は　
降　
り　
つ　
つ　

（　
一　
四　
二　
七　
）　

こ　
の　
四　
首　
は　
、　
山　
部　
赤　
人　
が　
柿　
本　
人　
麻　
呂　
の　
４　
四　
九　
六　
〜　
九　
の　
構　
成　
（　
伊　
藤　

博　
『　
萬　
葉　
集　
釋　
注　
』　）　
や　
、　
柿　
本　
朝　
臣　
人　
麻　
呂　
歌　
集　
所　
出　
四　
首　
歌　
群　
の　
７　
一　
二　

四　
七　
〜　
五　
〇　
・　
10
二　
三　
一　
二　
〜　
五　
の　
構　
成　
（　
特　
に　
後　
者　
）　
・　
発　
想　
・　
語　
句　
を　
踏　

ま　
え　
て　
詠　
み　
成　
し　
た　
作　
品　
で　
あ　
る　
（　
拙　
稿　
「　
大　
伴　
家　
持　
の　
越　
中　
秀　
吟　
Ⅱ　
」　、　
都　

留　
文　
科　
大　
学　
研　
究　
紀　
要　
50
集　
、　
一　
九　
九　
九　
年　
三　
月　
）　。　
前　
二　
首　
（　
一　
四　
二　
四　
〜　

五　
）　
が　
男　
性　
の　
立　
場　
で　
春　
を　
讃　
え　
、　
後　
二　
首　
（　
一　
四　
二　
六　
〜　
七　
）　
が　
女　
性　
の　
立　

場　
で　
春　
を　
嘆　
息　
し　
（　
新　
潮　
日　
本　
古　
典　
集　
成　
『　
萬　
葉　
集　
』　、　
一　
九　
七　
八　
年　
十　
一　
月　
。　

上　
掲　
拙　
稿　
）　、　
春　
に　
寄　
せ　
る　
人　
間　
の　
普　
遍　
的　
心　
を　
四　
首　
に　
咲　
か　
せ　
た　
作　
品　
で　
あ　

る　
（　
拙　
著　
『　
テ　
ー　
マ　
別　
万　
葉　
集　
』　、　
二　
〇　
〇　
一　
年　
二　
月　
）　。　

第　
四　
首　
一　
四　
二　
七　
の　
「　
春　
菜　
」　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
単　
に　
食　
用　
に　
す　
る　
草　
の　
総　
称　

と　
捉　
え　
ら　
れ　
て　
い　
る　
に　
過　
ぎ　
な　
か　
っ　
た　
。　
事　
実　
、　
集　
中　
に　
は　
巻　
十　
の　
小　
題　
「　
草　
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山　
部　
赤　
人　
歌　
の　
「　
春　
菜　
」　

鈴　
　　
　　
木　
　　
　　
武　
　　
　　
晴　



に　
寄　
す　
る　
」　
の　
も　
と　
に　
「　
春　
菜　
」　
を　
詠　
ん　
だ　
一　
九　
一　
九　
の　
歌　
が　
収　
録　
さ　
れ　
て　
い　

る　
。　
し　
か　
し　
、　
前　
掲　
拙　
稿　
に　
お　
い　
て　
次　
の　
三　
つ　
の　
事　
柄　
を　
勘　
案　
し　
て　
、　
一　
四　
二　

七　
の　
「　
春　
菜　
」　
の　
場　
合　
は　
、　
そ　
の　
咲　
く　
花　
を　
意　
識　
し　
て　
用　
い　
ら　
れ　
た　
も　
の　
で　
あ　

る　
と　
説　
い　
た　
。　

１　
、　
前　
三　
首　
（　
一　
四　
二　
四　
〜　
六　
）　
が　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
一　
首　
ず　
つ　
具　
体　
的　
な　
花　
を　

詠　
ん　
で　
い　
る　
。　

２　
、　
第　
四　
首　
一　
四　
二　
七　
は　
、　
菜　
の　
一　
種　
の　

、　
、　
、　
、　
、　

「　
す　
み　
れ　
」　
の　
花　
を　
詠　
ん　
だ　
歌　
と　

認　
め　
ら　
れ　
る　
第　
一　
首　
一　
四　
二　
四　
と　
、　
発　
想　
・　
語　
句　
の　
面　
で　
響　
き　
合　
っ　
て　

い　
る　
。　

３　
、　
巻　
十　
七　
所　
収　
の　
大　
伴　
家　
持　
と　
大　
伴　
池　
主　
の　
贈　
答　
歌　
に　
お　
い　
て　
、　
家　
持　
が　

赤　
人　
の　
第　
四　
首　
一　
四　
二　
七　
を　
踏　
ま　
え　
て　
「　
娘　
子　

を
と
め

ら　
が　
春　
菜　
摘　
ま　
す　
と　
」　

（　
三　
九　
六　
九　
）　
と　
詠　
み　
、　
そ　
れ　
を　
う　
け　
て　
池　
主　
は　
赤　
人　
の　
第　
一　
首　
一　
四　

二　
四　
を　
踏　
ま　
え　
て　
「　
春　
の　
野　
に　
す　
み　
れ　
を　
摘　
む　
と　
」　（　
三　
九　
七　
三　
）　
と　

対　
応　
さ　
せ　
て　
い　
る　
。　

右　
の　
第　
３　
点　
に　
つ　
い　
て　
補　
足　
し　
た　
い　
。　
家　
持　
歌　
17
三　
九　
六　
九　
は　
、　
天　
平　
十　
九　

年　
（　
七　
四　
七　
）　
の　
上　
巳　
（　
三　
月　
三　
日　
）　
の　
歌　
で　
、　「　
春　
菜　
」　
は　
、　

…　
春　
花　
の　
咲　さ
け　
る　
盛　さか
り　
に　
　　
思　おも
ふ　
ど　
ち　
手　
折　

た

を

り　
か　
ざ　
さ　
ず　
　　
春　
の　
野　
の　
茂　しげ

み　
飛　と
び　
潜　く
く　
　　
う　
ぐ　
ひ　
す　
の　
声　
だ　
に　
聞　
か　
ず　
　　
娘　
子　

を
と
め

ら　
が　
春　
菜　
摘　つ
ま　
す　
と　
　　

紅　
く　
れ　
な　
ゐ　

の　
赤　
裳　

　　
あ　
か　
も　
　　
　　

の　
裾　すそ
の　

春　
雨　
に　
に　
ほ　
ひ　
ひ　
づ　
ち　
て　

通　かよ
ふ　
ら　
む　
時　
の　
盛　
り　
を　
…　

と　
い　
う　
春　
た　
け　
な　
わ　
の　
頃　
の　
情　
景　
を　
艶　
麗　
に　
想　
い　
描　
い　
た　
文　
脈　
の　
中　
に　
用　
い　
ら　

れ　
て　
い　
る　
。　「　
春　
菜　
」　
は　
花　
盛　
り　
の　
「　
春　
花　
」　
に　
対　
応　
し　
て　
お　
り　
、　
花　
の　
咲　
く　

盛　
り　
の　
状　
態　
を　
念　
頭　
に　
置　
い　
て　
詠　
ま　
れ　
た　
も　
の　
と　
察　
せ　
ら　
れ　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　
こ　

の　
「　
春　
菜　
」　
は　
、　「　
春　
雨　
」　
の　
降　
る　
中　
で　
咲　
い　
て　
い　
る　
。　
集　
中　
の　
、　
春　
雨　
の　
中　

で　
花　
咲　
く　
菜　
を　
詠　
ん　
だ　
次　
の　
歌　
も　
参　
照　
さ　
れ　
る　
。　

山　
振　

や
ま
ぶ
き

の　
咲　
き　
た　
る　
野　
辺　

の

へ

の　
つ　
ほ　
す　
み　
れ　
こ　
の　
春　
の　
雨　
に　
盛　
り　
な　
り　
け　
り　

（　
８　
一　
四　
四　
四　
）　

こ　
う　
し　
て　
み　
る　
と　
、　
家　
持　
歌　
の　
花　
咲　
く　
盛　
り　
の　
「　
春　
菜　
」　
に　
池　
主　
が　
赤　
人　
の　

一　
四　
二　
四　
を　
踏　
ま　
え　
て　
花　
咲　
く　
「　
す　
み　
れ　
」　
を　
対　
応　
さ　
せ　
た　
の　
も　
得　
心　
で　
き　
る　

の　
で　
あ　
る　
。　

１　
〜　
３　
の　
事　
柄　
に　
基　
づ　
い　
て　
前　
掲　
拙　
稿　
は　
、　
一　
四　
二　
四　
〜　
七　
の　
四　
首　
を　
次　
の　

よ　
う　
な　
内　
実　
を　
も　
っ　
た　
構　
造　
体　
と　
捉　
え　
た　
（　「　
山　
桜　
花　
」　
と　
「　
梅　
の　
花　
」　
と　
が　

「　
木　
の　
花　
」　
で　
あ　
る　
こ　
と　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　『　
釋　
注　
』　
に　
触　
れ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
）　。　

一　
四　
二　
四　
　　
す　
み　
れ　
　　
野　
の　
花　
　　
草　
の　
花　

一　
四　
二　
五　
　　
山　
桜　
花　
　　
山　
の　
花　
　　
木　
の　
花　

一　
四　
二　
六　
　　
梅　
の　
花　
　　
山　
の　
花　
　　
木　
の　
花　

一　
四　
二　
七　
　　
春　
菜　
　　
　　
野　
の　
花　
　　
草　
の　
花　

こ　
れ　
は　
四　
首　
一　
組　
の　
形　
で　
複　
数　
の　
花　
を　
詠　
ん　
だ　
め　
ず　
ら　
し　
い　
事　
例　
で　
あ　
る　
。　

け　
れ　
ど　
も　
、　
第　
四　
首　
一　
四　
二　
七　
の　
「　
春　
菜　
」　
の　
花　
の　
実　
態　
に　
つ　
い　
て　
は　
詳　
ら　
か　

で　
な　
く　
、　
前　
掲　
拙　
稿　
に　
お　
い　
て　
は　
「　
菜　
の　
花　
の　
類　
」　
と　
記　
す　
に　
と　
ど　
め　
た　
。　
そ　

の　
後　
、　
考　
察　
を　
深　
め　
、　
一　
案　
を　
得　
る　
に　
至　
っ　
た　
。　
そ　
の　
一　
案　
は　
、　
前　
掲　
拙　
著　

『　
テ　
ー　
マ　
別　
万　
葉　
集　
』　
の　
脚　
注　
の　
「　
考　
」　
に　
記　
し　
た　
が　
、　
意　
を　
尽　
く　
し　
て　
い　
な　

い　
。　
よ　
っ　
て　
、　
小　
稿　
に　
詳　
述　
す　
る　
次　
第　
。　

二　
　　
赤　
人　
歌　
の　
「　
春　
菜　
」　

叙　
上　
の　
よ　
う　
に　
、　
赤　
人　
の　
四　
首　
は　
、　
前　
三　
首　
一　
四　
二　
四　
〜　
六　
が　
順　
に　
「　
す　
み　

─175（24）─



れ　
」　「　
山　
桜　
花　
」　「　
梅　
の　
花　
」　
と　
い　
う　
固　
有　
の　
花　
を　
詠　
ん　
で　
お　
り　
、　
第　
四　
首　
一　
四　

二　
七　
の　
「　
春　
菜　
」　
は　
第　
一　
首　
一　
四　
二　
四　
の　
「　
す　
み　
れ　
」　
と　
対　
応　
し　
て　
い　
る　
。　
し　

て　
み　
る　
と　
、　
一　
四　
二　
七　
の　
「　
春　
菜　
」　
を　
菜　
の　
総　
称　
と　
捉　
え　
る　
の　
は　
不　
十　
分　
で　
あ　

る　
と　
言　
う　
こ　
と　
が　
許　
さ　
れ　
よ　
う　
。　
赤　
人　
は　
「　
春　
菜　
」　
に　
複　
数　
の　
菜　
を　
考　
慮　
し　
つ　

つ　
も　
、　
具　
体　
的　
な　
特　
定　
の　
菜　
の　
そ　
の　
花　
へ　
の　
思　
い　
を　
こ　
め　
た　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
と　

考　
え　
ら　
れ　
る　
。　「　
春　
菜　
」　
は　
一　
般　
的　
に　
は　
総　
称　
と　
し　
て　
の　
普　
通　
名　
詞　
と　
捉　
え　
ら　

れ　
る　
が　
、　
こ　
こ　
は　
あ　
る　
特　
定　
の　
菜　
を　
表　
わ　
す　
固　
有　
名　
詞　
と　
同　
等　
の　
機　
能　
を　
賦　
与　

さ　
れ　
て　
い　
る　
と　
考　
え　
ら　
れ　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　

こ　
う　
し　
て　
、　
一　
四　
二　
七　
の　
「　
春　
菜　
」　
の　
花　
の　
実　
態　
に　
考　
察　
の　
手　
を　
及　
ぼ　
す　
こ　

と　
が　
許　
さ　
れ　
よ　
う　
。　

ま　
ず　
、　
一　
四　
二　
七　
の　
「　
春　
菜　
」　
が　
一　
四　
二　
四　
の　
「　
す　
み　
れ　
」　
に　
対　
応　
し　
て　
い　

る　
点　
に　
留　
意　
す　
る　
と　
、　「　
春　
菜　
」　
は　
「　
す　
み　
れ　
」　
の　
花　
と　
同　
じ　
時　
期　
に　
群　
生　
し　
、　

そ　
の　
花　
は　
「　
す　
み　
れ　
」　
の　
花　
と　
同　
様　
、　
可　
憐　
な　
小　
さ　
い　
花　
で　
あ　
っ　
た　
と　
考　
え　
ら　

れ　
る　
。　

次　
に　
、　「　
春　
菜　
」　
を　
詠　
む　
一　
四　
二　
七　
と　
と　
も　
に　
女　
性　
の　
立　
場　
に　
た　
っ　
て　
の　
一　

四　
二　
六　
が　
、　
白　
梅　
花　
が　
雪　
に　
ま　
が　
う　
こ　
と　
を　
嘆　
い　
た　
歌　
で　
あ　
る　
点　
に　
留　
意　
す　
る　

と　
、　
一　
四　
二　
七　
の　
降　
雪　
に　
因　よ
っ　
て　
摘　
め　
な　
い　
春　
菜　
の　
花　
は　
、　
一　
四　
二　
六　
の　
白　
梅　

と　
同　
様　
、　
白　
雪　
に　
包　
ま　
れ　
て　
し　
ま　
う　
よ　
う　
な　
白　
く　
清　
楚　
な　
花　
で　
あ　
っ　
た　
と　
思　
わ　

れ　
る　
。　

前　
掲　
拙　
稿　
で　
は　
、　
一　
四　
二　
五　
の　
「　
山　
桜　
花　
」　
と　
一　
四　
二　
六　
の　
「　
梅　
の　
花　
」　
の　

対　
応　
に　
は　
紅　
と　
白　
の　
花　
の　
色　
の　
対　
応　
が　
あ　
る　
こ　
と　
を　
証　
明　
し　
、　
一　
四　
二　
四　
の　

「　
す　
み　
れ　
」　
と　
一　
四　
二　
七　
の　
「　
春　
菜　
」　
の　
対　
応　
に　
も　
、　「　
春　
菜　
」　
の　
実　
態　
が　
つ　
か　

め　
な　
い　
の　
で　
具　
体　
的　
に　
指　
摘　
し　
が　
た　
い　
け　
れ　
ど　
も　
花　
の　
色　
の　
対　
比　
が　
あ　
る　
と　
見　

る　
べ　
き　
で　
あ　
ろ　
う　
と　
述　
べ　
た　
。　
こ　
の　
点　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
上　
述　
の　
考　
察　
に　
よ　
っ　
て　
、　

赤　
人　
に　
は　
一　
四　
二　
四　
の　
「　
す　
み　
れ　
」　
の　
紫　
紅　
色　
と　
一　
四　
二　
七　
の　
「　
春　
菜　
」　
の　
白　

の　
色　
彩　
対　
比　
の　
意　
図　
が　
あ　
っ　
た　
と　
言　
え　
よ　
う　
。　
四　
首　
全　
体　
で　
は　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　

花　
の　
色　
の　
照　
応　
と　
対　
比　
と　
が　
存　
す　
る　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　

一　
四　
二　
四　
　　
す　
み　
れ　
　　
紫　
紅　
色　

一　
四　
二　
五　
　　
山　
桜　
花　
　　
紅　
色　

一　
四　
二　
六　
　　
梅　
の　
花　
　　
白　
色　

一　
四　
二　
七　
　　
春　
菜　
　　
　　
白　
色　

「　
す　
み　
れ　
」　
の　
紫　
紅　
色　
も　
「　
山　
桜　
花　
」　
の　
紅　
色　
も　
、　
そ　
の　
濃　
淡　
の　
度　
合　
い　
に　

つ　
い　
て　
は　
明　
確　
で　
は　
な　
い　
け　
れ　
ど　
も　
、　
四　
首　
は　
基　
本　
的　
に　
は　
前　
半　
二　
首　
の　
紅　
系　

と　
後　
半　
二　
首　
の　
白　
の　
対　
比　
と　
言　
え　
よ　
う　
。　

「　
す　
み　
れ　
」　
と　
同　
じ　
時　
期　
に　
野　
に　
群　
生　
し　
花　
を　
咲　
か　
す　
菜　
で　
、　
そ　
の　
花　
は　
雪　

の　
白　
に　
包　
ま　
れ　
て　
し　
ま　
う　
よ　
う　
な　
白　
い　
花　
。　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
る　
と　
、　
す　
ぐ　
さ　

ま　
想　
起　
さ　
れ　
る　
の　
は　
、　
薺　
（　
な　
づ　
な　
）　
の　
花　
で　
あ　
る　
。　
一　
四　
二　
七　
の　
「　
春　
菜　
」　

は　
「　
な　
づ　
な　
」　
の　
映　
像　
を　
強　
く　
喚　
起　
す　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
見　
方　
に　
と　
っ　
て　
、　
後　
世　
の　
例　
で　
あ　
る　
け　
れ　
ど　
も　
、　
平　
安　
中　
期　
の　
歌　
人　

曽　

好　
忠　
の　
『　
好　
忠　
集　
』　
に　
、　

に　
は　
の　
お　
も　
に　
な　
づ　
な　
の　
は　
な　
の　
ち　
り　
ぼ　
へ　
ば　
は　
る　
ま　
で　
き　
え　
ぬ　
ゆ　
き　
か　

と　
ぞ　
み　
る　
（　
三　
七　
七　
）　

と　
詠　
ま　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
参　
考　
に　
な　
る　
（　
本　
文　
は　
『　
新　
編　
国　
歌　
大　
観　
』　
に　
よ　
る　
。　

以　
下　
、　
平　
安　
以　
降　
の　
歌　
集　
の　
本　
文　
は　
、　『　
古　
今　
和　
歌　
集　
』　
を　
除　
い　
て　
、　
同　
書　
に　

よ　
る　
）　。　
な　
づ　
な　
の　
群　
生　
の　
、　
可　
憐　
な　
小　
さ　
な　
白　
い　
花　
の　
散　
り　
ぼ　
う　
景　
は　
、　
雪　

が
う
っ
す
ら
と
消
え
残
っ
て
い
る
景
を
想
わ
せ
る
。
曽　

好
忠
の
歌
は
、
な
づ

な　
の　
花　
の　
清　
ら　
か　
な　
白　
の　
景　
を　
捉　
え　
た　
印　
象　
歌　
で　
あ　
る　
。　

「　
な　
づ　
な　
」　
は　
中　
国　
渡　
来　
の　
植　
物　
で　
、　
中　
国　
で　
は　
「　
薺　せい
」　
。　
唐　
の　
歐　
陽　
詢　
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の
『
藝
文
類
聚
』
を
検
す
る
と
、
そ
の
巻
八
十
二
「
草
部
下
」
の
「
薺
」
の

項　
に　
、　「　
説　
文　
曰　
薺　
草　
可　
食　
也　
」　
と　
あ　
る　
（　
本　
文　
は　
中　
文　
出　
版　
社　
『　
藝　
文　
類　
聚　
』　

に　
よ　
る　
）　。　

「　
な　
づ　
な　
」　
は　
春　
の　
七　
草　
の　
一　
つ　
で　
、　
邪　
気　
を　
払　
う　
食　
用　
の　
菜　
と　
し　
て　
尊　
重　

さ　
れ　
て　
き　
た　
植　
物　
で　
あ　
る　
。　
七　
草　
摘　
み　
の　
行　
事　
も　
古　
代　
中　
国　
に　
そ　
の　
淵　
源　
が　
あ　

る　
ら　
し　
い　
。　
梁　
の　
宗　
懍　

そ
う
り
ん

の　
『　

楚　
歳　
時　
記　
』　
に　
「　
正　
月　
七　
日　
を　
人　
日　
と　
為　
す　
。　

七　
種　
の　
菜　
を　
以　
て　
羮　

あ　
つ　
も　
の　

を　
為　つく
る　
。　」　
と　
あ　
る　
こ　
と　
が　
知　
ら　
れ　
て　
い　
る　
（　
本　
文　
は　
守　

屋　
美　
都　
雄　
訳　
注　
の　
東　
洋　
文　
庫　
本　
に　
よ　
る　
）　。　

日
本
の
文
献
で
は
、
平
安
前
期
の
『
新

字
鏡
』
に
「
薺
　
奈
豆
奈
」
と
見

え　
、　
平　
安　
中　
期　
の　
『　
延　
喜　
式　
』　
を　
検　
す　
る　
と　
、　
そ　
の　
巻　
三　
十　
九　
「　
内　
膳　
司　
」　
の　

「　
供　
奉　
雑　
菜　
」　
の　
項　
に　
、　「　
薺　

ナ
ツ
ナ

四　
升　

」　
と　
あ　
る　
の　
を　
見　
出　
す　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　

（　
本　
文　
は　
、　
国　
史　
大　
系　
本　
に　
よ　
る　
。　「　
正　
二　
十　
一　
十　
二　
月　
」　
は　
「　
正　
月　
二　
月　
十　
一　

月　
十　
二　
月　
」　
の　
意　
）　。　
ま　
た　
、　
長　
保　
二　
（　
一　
〇　
〇　
〇　
）　
年　
頃　
の　
成　
立　
と　
覚　
し　
き　

『　
枕　
草　
子　
』　
に　
も　
、　
第　
六　
十　
三　
の　
「　
草　
は　
」　
の　
章　
段　
に　
取　
り　
挙　
げ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

和　
歌　
で　
は　
、　
平　
安　
末　
か　
ら　
鎌　
倉　
初　
期　
に　
生　
き　
た　
慈　
円　
の　
家　
集　
『　
拾　
玉　
集　
』　
に　
、　

け　
ふ　
ぞ　
か　
し　
な　
づ　
な　
は　
こ　
べ　
ら　
せ　
り　
つ　
み　
て　
は　
や　
な　
な　
く　
さ　
の　
お　
も　
の　
ま　

ゐ　
ら　
む　
（　
二　
三　
〇　
〇　
）　

と　
歌　
わ　
れ　
、　
南　
北　
朝　
時　
代　
の　
『　
三　
百　
六　
十　
首　
和　
歌　
』　
に　
も　
、　
慈　
円　
の　

七　
草　
の　
名　
は　
な　
づ　
な　
は　
こ　
べ　
ら　
芹　
ご　
ぎ　
や　
う　
す　
ず　
し　
ろ　
た　
び　
ら　
こ　
仏　
の　
ざ　

（　
八　
）　

が　
収　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
ま　
た　
、　
室　
町　
中　
期　
の　
類　
題　
歌　
集　
『　
題　
林　
愚　
抄　
』　
に　
は　
、　

し　
ば　
ふ　
な　
る　
な　
づ　
な　
を　
さ　
へ　
に　
つ　
み　
入　
れ　
て　
袖　
ま　
で　
あ　
を　
き　
春　
の　
里　
人　

（　
三　
四　
八　
）　

と　
い　
う　
藤　
原　
為　
重　
の　
作　
が　
あ　
る　
。　

こ
う
し
て
み
る
と
、「
な
づ
な
」
は
、

っ
て
万
葉
の
時
代
に
も
食
用
の
菜

と　
し　
て　
尊　
重　
さ　
れ　
て　
い　
た　
可　
能　
性　
が　
高　
い　
。　
し　
か　
し　
、　「　
な　
づ　
な　
」　
が　
食　
用　
と　

し　
て　
用　
い　
ら　
れ　
て　
い　
た　
と　
し　
て　
も　
、　
そ　
れ　
は　
右　
の　
第　
三　
歌　
例　
か　
ら　
も　
知　
ら　
れ　
る　

よ　
う　
に　
、　
花　
の　
咲　
く　
前　
の　
若　
葉　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
地　
面　
に　
そ　
っ　
て　
八　
方　
に　
丸　
く　
広　
が　

る　
羽　
形　
の　
葉　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
気　
候　
が　
暖　
か　
く　
な　
っ　
て　
薹　とう
が　
立　
ち　
花　
を　
つ　
け　
る　
よ　
う　

に　
な　
っ　
て　
か　
ら　
で　
は　
食　
用　
に　
で　
き　
な　
い　
こ　
と　
、　
先　
掲　
『　
好　
忠　
集　
』　
の　

三　
月　
を　
は　
り　
（　
十　
首　
の　
う　
ち　
の　
第　
二　
首　
）　

み　
そ　
の　
ふ　
の　
な　
づ　
な　
の　
く　
き　
も　
た　
ち　
に　
け　
り　
け　
さ　
の　
あ　
さ　
な　
に　
何　
を　
つ　
ま　

ま　
し　
（　
八　
四　
）　

の　
歌　
が　
告　
げ　
て　
い　
る　
。　
し　
か　
ら　
ば　
、　「　
な　
づ　
な　
」　
の　
花　
の　
映　
像　
を　
強　
く　
喚　
起　
す　

る　
赤　
人　
歌　
一　
四　
二　
七　
の　
「　
春　
菜　
」　
は　
、　
何　
の　
た　
め　
に　
摘　
ま　
れ　
る　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　

の　
か　
。　

赤　
人　
の　
四　
首　
の　
内　
側　
二　
首　
に　
は　
観　
賞　
す　
る　
た　
め　
の　
桜　
と　
梅　
と　
が　
詠　
ま　
れ　
て　
い　

る　
。　
そ　
れ　
ゆ　
え　
、　
外　
側　
二　
首　
の　
「　
す　
み　
れ　
」　
と　
「　
春　
菜　
」　
も　
、　
そ　
の　
花　
を　
観　
賞　

す　
る　
意　
図　
が　
あ　
っ　
た　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　

ま　
た　
、　「　
な　
づ　
な　
」　
も　
「　
す　
み　
れ　
」　
も　
、　
平　
安　
初　
期　
の　
薬　
物　
書　
『　
本　
草　
和　
名　
』　

（　
第　
十　
八　
巻　
）　
に　
そ　
の　
名　
が　
確　
認　
で　
き　
、　「　
な　
づ　
な　
」　
は　
、　
太　
陽　
暦　
の　
三　
月　
か　
ら　

五　
月　
に　
か　
け　
て　
の　
花　
実　
期　
に　
は　
、　
地　
上　
部　
を　
採　
集　
し　
、　
洗　
っ　
て　
乾　
燥　
さ　
せ　
、　
刻　
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ん　
で　
薬　
用　
と　
す　
る　
こ　
と　
が　
可　
能　
で　
あ　
る　
こ　
と　
が　
知　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　「　
す　
み　
れ　
」　

の　
花　
も　
同　
様　
に　
全　
草　
を　
摘　
ん　
で　
乾　
燥　
さ　
せ　
薬　
用　
に　
供　
せ　
ら　
れ　
る　
。　

一　
四　
二　
四　
の　
「　
す　
み　
れ　
」　
の　
花　
も　
一　
四　
二　
七　
の　
「　
春　
菜　
」　
の　
花　
も　
、　
観　
賞　
用　

で　
あ　
る　
と　
同　
時　
に　
、　
上　
述　
の　
よ　
う　
な　
実　
用　
の　
た　
め　
に　
摘　
ま　
れ　
る　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　

だ　
ろ　
う　
。　
こ　
の　
見　
方　
に　
と　
っ　
て　
、　
一　
四　
二　
七　
と　
同　
じ　
く　
野　
草　
の　
「　
紫　

む　
ら　
さ　
き　

」　
の　
「　
標　しめ

野　の
」　
を　
詠　
ん　
だ　
額　
田　
王　
の　

あ　
か　
ね　
さ　
す　
紫　
野　
行　ゆ
き　
標　
野　
行　
き　
野　の
守　もり
は　
見　
ず　
や　
君　
が　
袖　そで
振　ふ
る　（　
１　
二　
〇　
）　

の　
歌　
が　
、　
五　
月　
五　
日　
の　
薬　
狩　
り　
の　
折　
り　
の　
歌　
で　
あ　
る　
こ　
と　
も　
参　
考　
に　
な　
る　
。　

三　
　　
赤　
人　
の　
四　
首　
の　
文　
学　
史　
的　
意　
義　
　　

以　
上　
、　
赤　
人　
の　
四　
首　
一　
四　
二　
四　
〜　
七　
の　
歌　
に　
つ　
い　
て　
、　
特　
に　
一　
四　
二　
七　
の　

「　
春　
菜　
」　
を　
め　
ぐ　
っ　
て　
考　
察　
し　
て　
き　
た　
。　

赤　
人　
の　
四　
首　
は　
、　
先　
述　
の　
よ　
う　
に　
家　
持　
と　
池　
主　
が　
歌　
を　
詠　
み　
交　
わ　
す　
際　
に　
強　

く　
意　
識　
さ　
れ　
（　
17
三　
九　
六　
七　
、　
三　
九　
六　
九　
、　
三　
九　
七　
〇　
、　
三　
九　
七　
三　
な　
ど　
。　「　
春　

菜　
」　
の　
歌　
一　
四　
二　
七　
は　
三　
九　
六　
九　
に　
影　
を　
落　
と　
し　
て　
い　
る　
）　、　
そ　
の　
文　
学　
的　
体　

験　
を　
基　
に　
、　
家　
持　
は　
越　
中　
秀　
吟　
（　
19
四　
一　
三　
九　
〜　
五　
〇　
）　
の　
四　
一　
五　
〇　
に　
上　
巳　

の　
宴　
歌　
四　
一　
五　
一　
〜　
三　
の　
三　
首　
を　
有　
機　
的　
に　
結　
び　
合　
わ　
せ　
る　
際　
に　
、　
赤　
人　
の　
四　

首　
の　
構　
成　
と　
表　
現　
と　
を　
強　
く　
意　
識　
し　
た　
と　
考　
え　
ら　
れ　
る　
（　
以　
上　
、　
拙　
稿　
「　
大　
伴　

家　
持　
の　
越　
中　
秀　
吟　
」　、　
都　
留　
文　
科　
大　
学　
大　
学　
院　
紀　
要　
第　
二　
集　
、　
一　
九　
九　
八　
年　
三　

月　
）　。　赤　

人　
の　
四　
首　
詠　
中　
の　
歌　
は　
、　『　
古　
今　
和　
歌　
集　
』　
の　
作　
品　
に　
も　
影　
を　
色　
濃　
く　
落　

と　
し　
て　
い　
る　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　

仁　
和　
帝　
、　
親　
王　

み

こ

に　
お　
ま　
し　
ま　
し　
け　
る　
時　
に　
、　
人　
に　
若　わか
菜　な
た　
ま　
ひ　
け　
る　
御　
歌　

君　
が　
た　
め　
春　
の　
野　
に　
出　
で　
て　
若　
菜　
摘　
む　
わ　
が　
衣　

こ
ろ
も

手　で
に　
雪　
は　
降　
り　
つ　
つ　（　

１　
二　
一　
）　

巻　
一　
「　
春　
歌　
上　
」　
に　
収　
録　
さ　
れ　
て　
い　
る　
右　
の　
歌　
（　
本　
文　
は　
小　
町　
谷　
照　
彦　
訳　
注　

旺　
文　
社　
文　
庫　
本　
に　
よ　
る　
）　
は　
、　
赤　
人　
の　
一　
四　
二　
七　
と　
同　
じ　
く　
若　
菜　
摘　
み　
を　
詠　
み　

（　
た　
だ　
し　
、　
そ　
の　
内　
実　
は　
異　
な　
る　
）　、　
結　
句　
「　
雪　
は　
降　
り　
つ　
つ　
」　
が　
共　
通　
す　
る　
。　

よ　
っ　
て　
、　
作　
者　
の　
念　
頭　
に　
赤　
人　
歌　
一　
四　
二　
七　
が　
存　
し　
た　
と　
見　
ら　
れ　
る　
。　

「　
雪　
は　
降　
り　
つ　
つ　
」　
の　
表　
現　
及　
び　
歌　
い　
収　
め　
は　
、　
赤　
人　
歌　
一　
四　
二　
七　
を　
嚆　
矢　

と　
す　
る　
。　
こ　
の　
表　
現　
で　
歌　
い　
収　
め　
る　
歌　
は　
万　
葉　
集　
に　
全　
五　
首　
。　
一　
四　
二　
七　
の　
影　

響　
を　
う　
け　
て　
５　
八　
二　
三　
、　
10
一　
八　
三　
二　
、　
18
四　
〇　
七　
九　
、　
19
四　
二　
八　
三　
に　
用　
い　

ら　
れ　
て　
い　
る　
（　
前　
掲　
拙　
著　
）　。　
そ　
し　
て　
さ　
ら　
に　
『　
古　
今　
集　
』　
に　
継　
承　
さ　
れ　
、　
先　
掲　

巻　
一　
の　
二　
一　
番　
歌　
の　
他　
に　
、　
三　
番　
歌　
や　
五　
番　
歌　
に　
も　
用　
い　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
ち　
な　

み　
に　
、　
こ　
の　
二　
首　
は　
次　
の　
よ　
う　
な　
二　
首　
ず　
つ　
の　
四　
首　
対　
応　
構　
成　
を　
持　
つ　
と　
考　
え　

ら　
れ　
る　
一　
群　
に　
お　
い　
て　
、　
発　
想　
・　
語　
句　
の　
面　
で　
響　
き　
合　
っ　
て　
い　
る　
と　
言　
え　
よ　
う　
。　

春　
立　
ち　
け　
る　
日　
よ　
め　
る　
　　
　　
　　
　　
紀　
貫　
之　

袖　そで
ひ　
ち　
て　
む　
す　
び　
し　
水　
の　
こ　
ほ　
れ　
る　

．　
．　
．　
．　

を　
春　
立　
つ　
今　
日　

け

ふ

の　
風　
や　
と　
く　
ら　
む　

（　
１　
二　
）　

題　
知　
ら　
ず　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
よ　
み　
人　
知　
ら　
ず　

春　
霞　
立　
て　
る　
や　
い　
づ　
こ　
み　
吉　よし
野　の
の　
吉　
野　
の　
山　
に　
雪　
は　
降　
り　
つ　
つ　
（　
三　
）　

二　
条　
后　

に
で
う
の
き
さ
き

の　
春　
の　
は　
じ　
め　
の　
御　
歌　

雪　
の　
う　
ち　
に　
春　
は　
来　
に　
け　
り　
鶯　

う　
ぐ　
ひ　
す　

の　
こ　
ほ　
れ　
る　

．　
．　
．　
．　

涙　
今　
や　
と　
く　
ら　
む　
（　
四　
）　

題　
知　
ら　
ず　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
よ　
み　
人　
知　
ら　
ず　

梅　
が　
枝　え
に　
来　
ゐ　
る　
鶯　
春　
か　
け　
て　
鳴　
け　
ど　
も　
い　
ま　
だ　
雪　
は　
降　
り　
つ　
つ　
（　
五　
）　
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ま　
た　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
四　
首　
構　
成　
と　
見　
る　
こ　
と　
が　
許　
さ　
れ　
る　
な　
ら　
ば　
、　
そ　
の　
構　

成
者
は
二
番
歌
の
作
者
で
『
古
今
集
』

者
で
あ
る
紀
貫
之
で
あ
る
と
推
察
さ

れ　
る　
。　
こ　
の　
推　
察　
に　
と　
っ　
て　
、　
貫　
之　
が　
仮　
名　
序　
に　
お　
い　
て　
赤　
人　
を　
、　

歌　
に　
あ　
や　
し　
く　
妙　たへ
な　
り　
け　
り　
。　
人　
ま　
ろ　
は　
赤　
人　
が　
上　かみ
に　
立　
た　
む　
こ　
と　
か　
た　

く　
、　
赤　
人　
は　
人　
ま　
ろ　
が　
下　しも
に　
立　
た　
む　
こ　
と　
か　
た　
く　
な　
む　
あ　
り　
け　
る　
。　

と　
高　
く　
讃　
え　
て　
い　
る　
こ　
と　
も　
顧　
慮　
さ　
れ　
る　
。　

右　
の　
仮　
名　
序　
の　
部　
分　
の　
下　
に　
は　
古　
注　
が　
あ　
り　
、　
赤　
人　
の　
代　
表　
作　
と　
し　
て　
一　
四　

二　
四　
が　
引　
用　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
一　
四　
二　
四　
は　
、　『　
古　
今　
集　
』　
巻　
二　
「　
春　
歌　
下　
」　

の　
素　
性　
の　
歌　
、　

思　
ふ　
ど　
ち　
春　
の　
山　
辺　
に　
う　
ち　
む　
れ　
て　
そ　
こ　
と　
も　
言　
は　
ぬ　
旅　たび
寝　ね
し　
て　
し　
が　

（　
一　
二　
六　
）　

を　
考　
慮　
す　
る　
と　
、　
平　
安　
び　
と　
に　
憧　
景　
を　
抱　
か　
せ　
る　
歌　
で　
あ　
っ　
た　
と　
思　
わ　
れ　
る　

（　
前　
掲　
拙　
著　
『　
テ　
ー　
マ　
別　
万　
葉　
集　
』　）　。　

赤　
人　
の　
一　
四　
二　
四　
〜　
七　
の　
四　
首　
構　
成　
の　
内　
実　
に　
つ　
い　
て　
は　
第　
一　
節　
に　
示　
し　
た　

が　
、　
木　
の　
花　
・　
草　
の　
花　
の　
認　
識　
に　
よ　
る　
歌　
群　
構　
成　
は　
、　
万　
葉　
集　
の　
他　
の　
歌　
群　
構　

成　
に　
深　
く　
影　
を　
落　
と　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
、　
前　
掲　
拙　
稿　
に　
指　
摘　
し　
た　
。　
他　
の　
歌　
群　
と　

い　
う　
の　
は　
、　
具　
体　
的　
に　
は　
巻　
八　
「　
夏　
相　
聞　
」　
部　
の　
一　
五　
〇　
七　
〜　
一　
〇　
、　
巻　
十　

「　
夏　
雑　
歌　
」　
部　
の　
「　
花　
を　
詠　
む　
」　
歌　
群　
（　
一　
九　
六　
六　
〜　
七　
五　
）　、　
同　
巻　
「　
夏　
相　
聞　
」　

部　
の　
「　
花　
に　
寄　
す　
」　
歌　
群　
（　
一　
九　
八　
七　
〜　
九　
三　
）　、　
そ　
し　
て　
大　
伴　
家　
持　
の　
越　
中　

秀　
吟　
（　
19
四　
一　
三　
九　
〜　
五　
〇　
）　
の　
植　
物　
の　
歌　
四　
一　
三　
九　
〜　
四　
〇　
（　
桃　
李　
の　
花　
）　

に　
対　
す　
る　
四　
一　
四　
三　
（　
堅　
香　
子　
草　
の　
花　
）　
の　
例　
な　
ど　
で　
あ　
る　
。　

家　
持　
は　
最　
愛　
の　
弟　
書　
持　
の　
死　
を　
悼　
ん　
だ　
「　
長　
逝　
せ　
る　
弟　

お　
と　
ひ　
と　

を　
哀　
傷　

か

な

し　
ぶ　
る　
歌　
」　

（　
17
三　
九　
五　
七　
〜　
九　
）　
の　
長　
歌　
三　
九　
五　
七　
の　
「　
花　
薫　
る　
庭　やど
」　
の　
表　
現　
に　
、　
植　
物　

を　
愛　
し　
た　
優　
し　
い　
心　
の　
持　
ち　
主　
で　
あ　
っ　
た　
書　
持　
へ　
の　
思　
い　
を　
こ　
め　
て　
、　「　
こ　
の　

人　
ひ　
と　
と　
な　
り　
、　
花　
草　
花　
樹　
を　
好　
愛　

め

で　
て　
、　
多　さは
に　
寝　
院　
の　
庭　
に　
植　
ゑ　
た　
り　
。　」　

と　
注　
し　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
「　
花　
草　
花　
樹　
」　
は　
、　
花　
の　
咲　
く　
草　
、　
花　
の　
咲　
く　
樹　
の　
意　

で　
、　
草　
の　
花　
、　
木　
の　
花　
の　
認　
識　
が　
存　
し　
た　
こ　
と　
を　
物　
語　
る　
重　
要　
な　
表　
現　
で　
あ　
る　

（　
前　
掲　
拙　
著　
）　。　

木　
の　
花　
、　
草　
の　
花　
の　
認　
識　
は　
平　
安　
時　
代　
の　
作　
品　
に　
も　
見　
ら　
れ　
る　
。　『　
古　
今　
集　
』　

巻　
十　
の　
「　
物　
名　
」　
の　
部　
の　
植　
物　
題　
の　
歌　
は　
、　
主　
に　
木　
と　
草　
の　
観　
点　
か　
ら　
、　
①　
四　

二　
六　
〜　
四　
三　
五　
、　
②　
四　
三　
六　
〜　
四　
四　
四　
、　
③　
四　
四　
五　
〜　
四　
五　
三　
、　
④　
四　
五　
四　
〜　

五　
の　
四　
つ　
の　
歌　
群　
か　
ら　
成　
る　
と　
思　
わ　
れ　
る　
が　
、　
た　
と　
え　
ば　
②　
群　
に　
は　
、　
木　
の　
花　

の　
「　
さ　
う　
び　
」　（　
四　
三　
六　
）　
に　
対　
し　
て　
草　
の　
花　
の　
「　
を　
み　
な　
へ　
し　
」　（　
四　
三　
七　
〜　

九　
）　、　「　
き　
ち　
か　
う　
の　
花　
」　（　
四　
四　
〇　
）　、　「　
し　
を　
に　
」　（　
四　
四　
一　
、　
今　
の　
紫　
苑　
）　、　

「　
り　
う　
た　
む　
の　
花　
」　
（　
四　
四　
二　
、　
今　
の　
り　
ん　
ど　
う　
）　
、　「　
を　
ば　
な　
」　（　
四　
四　
三　
）　
、　

「　
け　
に　
ご　
し　
」　（　
四　
四　
四　
、　
今　
の　
朝　
顔　
）　
が　
並　
ん　
で　
お　
り　
、　
木　
の　
花　
、　
草　
の　
花　
の　

認　
識　
に　
よ　
る　
作　
品　
構　
成　
が　
見　
て　
取　
れ　
る　
。　

木　
の　
花　
、　
草　
の　
花　
の　
認　
識　
は　
、　
清　
少　
納　
言　
の　
『　
枕　
草　
子　
』　
に　
、　
次　
の　
よ　
う　
に　

明　
る　
く　
語　
ら　
れ　
て　
い　
る　
（　
本　
文　
は　
石　
田　
穣　
二　
訳　
注　
角　
川　
文　
庫　
本　
に　
よ　
る　
）　。　

・　
木　
の　
花　
は　
　　
濃　
き　
も　
薄　
き　
も　
、　
紅　
梅　
。　
桜　
は　
、　
花　
び　
ら　
大　
き　
に　
、　
葉　
の　

色　
濃　
き　
が　
、　
枝　
細　
く　
て　
咲　
き　
た　
る　
。　
藤　
の　
花　
は　
、　
し　
な　
ひ　
長　
く　
、　
色　
濃　

く　
咲　
き　
た　
る　
、　
い　
と　
め　
で　
た　
し　
。　
…　
…　
（　
三　
十　
四　
段　
）　

・　
草　
の　
花　
は　
　　
撫　
子　

な
で
し
こ

、　
唐　
の　
は　
さ　
ら　
な　
り　
、　
大　
和　
の　
も　
、　
い　
と　
め　
で　
た　
し　
。　

女　
郎　
花　

を
み
な
へ
し

。　
桔　
梗　

き
き
や
う

。　
朝　
顔　
。　
刈　
萱　

か
る
か
や

。　
菊　
。　
壺　
す　
み　
れ　
。　
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竜　
胆　

り
ん
だ
う

は　
、　
枝　
ざ　
し　
な　
ど　
も　
む　
つ　
か　
し　
け　
れ　
ど　
、　
異　
花　

こ
と
は
な

ど　
も　
の　
皆　
霜　
枯　
れ　

た　
る　
に　
、　
い　
と　
花　
や　
か　
な　
る　
色　
あ　
ひ　
に　
て　
さ　
し　
出　
で　
た　
る　
、　
い　
と　
を　
か　

し　
。　
…　
…　
（　
六　
十　
四　
段　
）　

以　
上　
、　
平　
安　
時　
代　
の　
文　
学　
作　
品　
の　
一　
端　
を　
見　
た　
け　
れ　
ど　
も　
、　
そ　
こ　
に　
表　
わ　
さ　

れ　
る　
木　
の　
花　
・　
草　
の　
花　
の　
美　
意　
識　
の　
源　
流　
は　
万　
葉　
集　
に　
あ　
り　
、　
就　
中　
、　
山　
部　
赤　

人　
の　
四　
首　
は　
そ　
の　
普　
遍　
的　
美　
意　
識　
を　
象　
徴　
す　
る　
貴　
重　
な　
歌　
群　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　

（　
二　
〇　
〇　
一　
年　
〈　
平　
成　
十　
三　
〉　
五　
月　
十　
八　
日　
稿　
）　
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